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て
み
よ
、
っ
。

(
島
田
)

長
講
堂
領
目
六
益
直
注
進

(
観
子
内
親
王
)

宣
陽
門
院
御
領
目
録

て
長
講
堂
領
・
:
(
中
略
)
:
・

同
国
御
所
侍
名
目

引
募
敦
賀
郡
名
田
勤
仕
番
役
・
:
(
中
略
)
・
:

応
永
十
四
年
三
月
目
前
筑
後
守
益
記

こ
の
史
料
は
、
応
永
十
四
年
(
一
四

O
七
)
三
月

に
島
田
益
直
が
注
進
し
た
長
講
堂
領
目
録
の
一
部
で

あ
っ
て
、
か
つ
て
宣
陽
門
院
親
子
内
親
王
が
領
有
し

た
長
講
堂
領
の
一
つ
に
「
御
所
侍
名
目
」
な
る
所
領

が
あ
り
、
そ
の
内
実
は
敦
賀
郡
内
の
名
目
を
引
き
募

は

じ

め

に

っ

て

番

役

を

勤

仕

す

べ

く

義

務

づ

け

ら

れ

た

も

の

で

中
世
の
敦
賀
郡
内
に
は
、
「
御
所
侍
名
目
し
も
し
く
あ
っ
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
御
所
侍

は
「
本
御
所
侍
名
」
と
称
さ
れ
る
土
地
が
所
在
し
た
。
名
固
と
称
さ
れ
た
所
領
は
、
そ
の
土
地
が
二
疋
地
域

ま
た
他
方
、
こ
れ
と
よ
く
似
て
「
新
御
所
侍
職
団
地
」
に
集
中
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
敦
賀
郡
内
の
各

と
称
さ
れ
る
土
地
も
所
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
所
に
散
在
し
た
い
く
つ
か
の
耕
地
片
を
寄
せ
集
め
て

か
な
り
特
殊
な
存
在
形
態
(
所
属
関
係
)
で
あ
っ
た
組
織
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
所
領
か
ら
本

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
関
係
史
料
を
引
用
し
家
職
長
講
堂
に
納
入
す
べ
き
負
担
は
、
年
貢
米
や
公

て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
事
物
で
は
な
く
し
て
、
番
役
(
警
固
役
)
の
人
夫
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
土
地
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
そ
の
名
称
「
御
所
侍
」
は
ゴ
シ
ョ
ザ
ム

ラ
イ
と
訓
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
そ
の
御
所
と
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御
所
侍
名
田
・
新
御
所
侍
職
田
地

義

博

泉

ま
ず
、
「
御
所
侍
名
田
」
に
関
す
る
史
料
を
引
用
し

泉

御
所
侍
名
目
・
新
御
所
侍
職
田
地

は
、
六
条
殿
長
講
堂
の
こ
と
か
、
ま
た
は
宣
陽
門
院

庁
の
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
実
際

に
番
役
を
勤
仕
す
る
に
際
し
て
は
、
番
役
人
夫
の
提

供
が
困
難
な
微
細
な
耕
地
片
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か

ら
、
在
地
を
管
理
す
る
領
主
は
、
当
該
の
土
地
か
ら

徴
収
し
た
年
貢
・
公
事
な
ど
を
費
消
し
て
番
役
人
夫

を
雇
用
し
、
こ
れ
を
長
講
堂
に
派
遣
す
る
と
い
う
場

合
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
在

地
領
主
は
、
国
衡
の
在
庁
{
巨
人
の
系
譜
に
つ
な
が
る

者
達
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
御
所
侍
名
目
と
よ
く
似
て
「
本

御
所
侍
名
」
と
呼
ば
れ
る
団
地
も
存
在
し
て
い
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
両
者
は
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
検
討
の
都
合
に
よ
り
「
本
御
所
侍

名
」
の
関
係
史
料
は
後
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、

次
節
で
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
「
新
御
所
侍
職
」
な
る

田
地
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ーレ長。

「
新
御
所
侍
職
」
と
表
記
さ
れ
た
土
地
の
史
料
と

し
て
は
、
ま
ず
次
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

青
蓮
院
御
門
跡
領
新
御
所
侍
職
大
嘗
会
段
銭
事
、

可
為
京
済
之
上
者
、
可
被
止
国
催
促
状
如
件
。
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(
甲
斐
)

将
久
(
花
押
)

表
書
気

比

大

宮

司

殿

法

眼

泰

陰

当
社
御
造
営
段
銭
事
、
先
度
被
成
御
教
書
候
之

処
、
葉
原
・
蔚
野
・
新
御
所
・
気
比
庄
弁
御
神
領

(

王

カ

}

(

国

寸

カ

}

等
、
自
今
不
致
其
沙
汰
候
。
不
可
然
候
。
旨
可
執

沙
汰
之
由
、
可
令
下
知
執
当
親
貴
給
之
問
、
依
仰

執
達
知
件
。

永
享
九
年
八
月
四
日

気
比
大
宮
司
殿

水

段警
銭三一
奉月
行十
中(八
1日

こ
の
史
料
で
は
、
永
享
二
年
二
四
三

O
)
三
月

に
越
前
国
守
護
代
甲
斐
将
久
(
法
名
常
治
)
が
、
越

前
に
下
向
し
た
段
銭
奉
行
中
に
宛
て
て
、
青
蓮
院
門

跡
領
の
「
新
御
所
侍
職
L

の
田
地
に
対
し
て
賦
課
さ

れ
た
大
嘗
会
段
銭
に
つ
き
、
「
京
済
」
つ
ま
り
京
都
で

青
蓮
院
門
跡
か
ら
直
接
に
納
入
す
る
手
続
き
が
認
め

ら
れ
た
の
で
、
現
地
に
お
い
て
段
銭
を
徴
収
す
る
「
国
こ
の
気
比
社
造
営
の
要
脚
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

催
促
」
は
停
止
す
べ
し
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
享
六
年
ご
四
三
四
)
五
月
十
八
日
の
幕
府
御
教

こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
越
前
国
内
(
主
に
敦
賀
郡
内
高
に
よ
っ
て
、
尾
張
・
遠
江
両
国
の
段
銭
を
充
て
る

に
所
在
し
た
こ
と
が
後
掲
史
料
で
判
る
)
に
は
「
新
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
気
比
社
執

御
所
侍
職
L

と
称
き
れ
る
回
地
も
所
在
し
、
こ
れ
に
当
大
中
臣
親
貴
は
、
自
身
の
管
轄
す
る
敦
賀
郡
内
の

後
花
園
天
皇
即
位
に
関
わ
る
大
嘗
会
段
銭
(
即
位
は
所
領
に
対
し
て
は
段
銭
を
賦
課
し
て
い
な
か
っ
た
も

正
長
一
元
年
ー
一
四
二
八
)
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
造
営
の
責
任
者
た
る
気
比

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
御
所
が
い
か
な
大
宮
司
は
、
青
蓮
院
を
通
じ
て
右
の
奉
書
の
ご
と
く

る
建
築
物
を
指
す
か
は
ま
っ
た
く
推
測
で
き
な
い
が
、
に
、
執
当
大
中
臣
親
貴
に
速
や
か
な
納
入
を
催
促
し

少
な
く
と
も
六
条
殿
長
講
堂
・
宣
陽
門
院
庁
な
ど
と
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
中
臣
親
貴
は
、
新
御
所

は

無

関

係

の

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

侍

職

団

地

な

ど

の

土

地

の

、

地

頭

職

な

ど

在

地

領

主

次
い
で
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
の
永
享
九
年
二
職
を
有
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

四
三
七
)
に
な
る
と
、
「
新
御
所
」
な
ど
の
青
蓮
院
領
続
い
て
さ
ら
に
寛
正
四
年
(
一
四
六
一
二
)
九
月
に

に
対
し
て
は
気
比
社
造
営
段
銭
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
得
ら
れ
る
。

法
眼

判

越
前
国
青
蓮
院
御
領
敦
賀
郡
新
御
所
内
飯
野
名
事
、

任
御
補
任
之
己
問
、
本
役
七
斗
五
升
雑
米
蓮
等
在
之
、

其
外
諸
公
事
・
夫
銭
・
番
料
等
、
如
先
々
無
不
法

僻
怠
、
取
沙
汰
可
申
候
。
万
一
無
沙
汰
之
儀
出
来

候
者
、
彼
名
、
王
職
可
被
召
上
候
。
仇
請
状
如
件
。

大

谷

弥

次

郎

官

)

久
長
(
花
押
)

寛
正
四
年
九
月
廿
四
日

こ
の
大
谷
久
長
請
文
に
よ
れ
ば
、
青
蓮
院
領
の
敦

賀
郡
「
新
御
所
」
の
飯
野
名
名
、
王
職
に
大
谷
久
長
が

補
任
さ
れ
た
の
で
、
本
役
七
斗
五
升
・
雑
米
・
慈
、

そ
の
ほ
か
諸
公
事
・
夫
銭
・
番
料
な
ど
を
従
来
通
り

沙
汰
す
る
旨
が
誓
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ

り
、
新
御
所
侍
職
の
田
地
は
飯
野
名
な
ど
の
名
に
区

分
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
本
役
・
雑
米
・
蓮
・
諸
公
事
・

夫
銭
・
番
料
な
ど
の
負
担
が
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
な
お
こ
の
史
料
が
葛
川
明
王
院
の
所
蔵

文
書
中
に
残
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
時
点

の
領
家
職
は
明
王
院
に
属
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
新
御
所
侍
職
の
田
地
は
敦
賀
郡
内
に

だ
け
所
在
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

御
門
跡
領
新
御
所
侍
職
困
地
事
、
府
中
泉
郷
内
混

乱
欺
之
分
、
先
日
掛
M
T
落
居
候
上
者
、
可
渡
候
由

(

地

)

(

侍

蹴

カ

)

承
候
。
如
何
誠
ニ
検
知
分
新
御
所
耳
内
之
由
分
明
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候
者
、
可
被
渡
付
彼
代
官
候
也
。
若
子
細
候
者
、
彼
ら
は
新
御
所
侍
職
田
地
の
「
代
官
」
と
は
別
人
で
、
衛
門
慰
は
永
享
十
一
年
(
一
四
三
一
九
寸
)
に
登
場
す
る
。

税
所
・
芹
河
両
人
、
以
告
文
可
注
申
候
由
候
也
。
検
知
の
担
当
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
な
ど
も
う
一
人
の
大
谷
豊
前
入
道
は
、
越
前
国
小
守
護
代

恐

々

謹

言

。

が

知

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

。

と

し

て

の

徴

証

が

な

い

の

で

、

こ

の

時

点

で

は

守

護

(
甲
斐
)

八
月
九
日
祐
徳
(
花
押
)
と
こ
ろ
で
、
右
の
甲
斐
祐
徳
書
状
の
発
給
年
次
を
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
応

大

谷

豊

前

入

道

殿

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

は

、

発

給

者

の

甲

斐

祐

徳

、

永

十

二

年

(

一

四

O
五
)
十
一
月
十
九
回
以
降
は
、

下
野
法
眼
御
一
尻
6
)

お
よ
び
宛
所
の
大
谷
豊
前
入
道
・
下
野
法
眼
に
関
し
遠
江
国
の
小
守
護
代
に
在
職
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

こ
の
甲
斐
祐
徳
の
書
状
で
は
、
新
御
所
侍
職
の
土
て
追
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
甲
斐
祐
徳
は
守
護
れ
る
か
ら
、
右
の
書
状
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
し
な

地
が
府
中
泉
郷
に
も
存
在
し
た
と
い
う
点
が
注
目
さ
斯
波
氏
の
も
と
で
越
前
国
守
護
代
を
勤
め
た
人
物
で
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
宛
所
の
両
人
を
基
準
に

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
青
蓮
院
門
跡
領
の
新
御
所
侍
職
あ
る
。
法
名
が
祐
徳
で
、
実
名
は
将
教
、
通
称
は
八
す
れ
ば
、
発
給
年
次
は
応
永
十
二
年
以
前
に
限
定
さ

田
地
が
府
中
泉
郷
の
内
に
も
所
在
し
、
そ
の
支
配
に
郎
、
官
途
は
美
濃
守
で
あ
っ
た
。
守
護
代
在
職
は
、
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
最
後
に
二
条
件
を
と

つ
い
て
混
乱
を
生
じ
て
い
た
由
で
あ
る
が
、
先
日
父
教
光
が
死
去
し
た
応
永
二
年
二
三
九
五
)
五
月
も
に
満
足
す
る
期
間
を
求
め
れ
ば
、
応
永
三
年
二

1

明
子
L

落
居
し
、
年
貢
な
ど
を
代
官
に
渡
し
た
由
十
九
回
か
ら
、
彼
自
身
の
死
去
す
る
応
永
二
十
七
年
三
九
六
)
か
ら
応
永
十
二
年
こ
四

O
五
)
の
間
と

(
侍
脱
カ

~

(

8

)

を
聞
い
た
。
検
知
で
確
認
さ
れ
た
分
が
「
新
御
所
職
」
(
一
四
二

O
)
八
月
十
六
日
ま
で
で
あ
る
が
、
出
家
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

の
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
分
明
で
あ
る
か
ら
、
代
官
し
て
法
名
祐
徳
を
名
乗
る
の
は
応
永
三
年
(
一
三
九
き
て
、
そ
れ
で
は
時
代
を
鎌
倉
末
期
に
ま
で
遡
つ

に
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
さ
ら
に
子
細
が
あ
れ
六
)
八
月
九
回
を
初
見
と
す
る
か
ら
、
祐
徳
を
基
準
て
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ば
、
税
所
・
芹
河
両
人
が
告
文
を
も
っ
て
注
進
す
る
に
す
れ
ば
、
右
の
書
状
の
発
給
年
次
は
応
永
三
年
(
一
気
比
社
造
営
事
、
料
所
敦
賀
津
升
米
、
気
比
庄
・

と
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
書
状
三
九
六
)
か
ら
同
二
十
七
年
二
四
二

O
)
の
聞
と
筋
野
・
新
御
所
・
岡
安
丸
・
一
条
返
保
公
文
等
、

に
よ
っ
て
、
山
青
蓮
院
門
跡
領
の
新
御
所
侍
職
団
地
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
い
で
書
状
の
宛
名
の
両
人
に
自
今
年
拾
伍
ケ
年
一
円
令
知
行
、
造
営
神
宝
以
下

は
、
敦
賀
郡
内
の
ほ
か
に
府
中
泉
郷
に
も
所
在
し
た
関
し
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
下
野
法
眼
御
一
房
一
は
法
名
を
五
ヶ
年
中
終
其
功
、
可
遂
遷
宮
節
之
由
、
可
令
下

こ
と
、
凶
所
領
の
確
認
の
た
め
に
検
知
が
実
施
さ
れ
幸
玄
と
称
(
凶
、
越
前
回
の
小
守
護
代
を
勤
め
た
人
物
知
定
快
給
之
由
、

て
い
る
こ
と
、
同
宛
所
の
下
野
法
眼
御
房
は
越
前
国
で
あ
る
。
史
料
上
に
見
え
る
の
は
明
徳
四
年
(
一
三
天
気
所
候
也
。
例
言
上
如
件
。
(
町
一
鎚
誠
空
謹
一
言
。

(
中
御
門
守
兼

に
在
国
し
た
小
守
護
代
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
の
で
、
九
二
一
)
九
月
四
回
か
ら
、
応
永
十
二
年
(
一
四

O
五
)
元
徳
三
年
二
月
廿
六
日
，
左
少
弁
(
花
押
)
奉

そ
の
さ
ら
に
下
位
に
税
所
・
芹
河
両
人
が
位
置
し
、
十
一
月
二
回
ま
で
で
、
彼
の
後
任
の
池
田
勘
解
由
左
進
上
妙
香
院
僧
正
御
房
日

85 

泉

御
所
侍
名
目
・
新
御
所
侍
職
団
地
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右
の
史
料
は
、
元
徳
三
年
(
一
三
三
二
二
月
に

左
少
弁
中
御
門
宗
兼
が
後
醍
醐
天
皇
の
意
を
奉
じ
て

発
し
た
論
旨
で
あ
っ
て
、
宛
所
の
妙
香
院
と
は
気
比

社
の
領
家
職
に
当
た
っ
た
延
暦
寺
門
跡
寺
院
の
一
つ

で
あ
り
、
本
家
職
は
前
引
の
史
料
に
登
場
し
た
青
蓮

院
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
、
気
比
社
造
営
料
所
と

し
て
敦
賀
津
升
米
を
は
じ
め
、
気
比
庄
・
筋
野
・
「
新

御
所
L

・
岡
安
丸
・

-
h粂
返
保
公
文
な
ど
の
知
行
が
今

年
か
ら
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
、
社
殿
造
営
や
神
宝
調
達
は
五
年
の
う

ち
に
完
成
し
て
遷
宮
を
遂
げ
る
よ
う
定
快
に
下
知
す

べ
し
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
定
快
と
は
気
比
社
の

大
宮
司
職
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
か
ら
、
鎌
倉
最
末

期
じ
は
す
で
に
新
御
所
侍
職
な
る
土
地
群
と
そ
れ
に

関
わ
る
権
益
が
成
立
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
の
収
入

で
気
比
社
修
造
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
御
所

侍
名
田
の
方
は
、
当
然
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
早
い
成

立
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
り
、
お
そ
ら
く
は
長
講
堂
が

創
設
さ
れ
て
聞
も
な
い
時
代
(
つ
ま
り
後
白
河
上
皇

が
死
去
す
る
一
一
九
二
年
頃
)
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

一一
一
前
節
の
検
討
に
よ
っ
て
、
新
御
所
侍
職
団
地
の
関

係
史
料
が
す
べ
て
提
示
で
き
、
ま
た
そ
の
存
在
形
態

に
関
し
て
あ
る
程
度
ま
で
理
解
が
得
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
本
節
で
は
こ
の
理
解
を
も
と
に
し
て
、

再
び
御
所
侍
名
目
に
立
ち
戻
り
、
敦
賀
の
西
福
寺
文

書
に
登
場
す
る
「
本
御
所
侍
名
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
う
。

本E、櫛E、金E御E、西
御塔河仁山所僧福
所婆本儀本新食寺
侍料御 御回 領
名所所郷所一付分

々 町客配
分給延 人日
米主付分 録
二井七米
石公石六
二方四石
斗様斗九
ハハ斗
升升

斗
疋三斗

定

号
武
新
)
名
上
塔
院
分

分
米
二
石

一
、
造
営

μ五四
反

甲道官
斐ロニ
備本
州御
御所
分寄侍
米進名

四
石
二玉
石斗
八
斗
入
升(

こ
の
西
福
寺
領
分
配
目
録
(
た
だ
し
繁
雑
と
な
る

の
で
必
要
項
目
の
み
を
引
用
し
、
「
中
略
し
の
文
字
を

略
し
た
)
の
作
成
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
追
記
部

分
に
寛
正
三
年
(
一
四
六
二
)
と
見
え
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
を
や
や
遡
る
時
点
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
文
面
の

B
i
E
の
四
ケ

所
に
及
ん
で
本
御
所
(
本
御
所
侍
名
)
の
表
記
が
見

え
、
ま
た

A
で
は
御
所
新
田
な
る
土
地
も
見
え
て
い

る
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
目
録
に
は
そ
れ
ら
の
土
地
か

ら
徴
収
さ
れ
た
分
米
を
い
か
に
配
分
す
る
か
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

A
「
御
所
新
田

一
町
」
か
ら
の
分
米
六
石
九
斗
と

B
「
金
山
本
御
所
L

か
ら
の
七
石
四
斗
六
升
な
ど
は
、
西
福
寺
の
僧
侶
な

ら
び
に
客
人
の
食
料
に
充
て
ら
れ
、

C
寸
櫛
河
本
御

所
L

か
ら
の
分
米
二
石
二
斗
六
升
な
ど
は
郷
々
給
主

と
公
方
様
へ
の
寸
仁
儀
」
(
挨
拶
料
な
ど
か
)
に
充
て

ら
れ
、

D
「
本
御
所
侍
名
号
武
耗
名
」
か
ら
の
分

米
二
石
は
上
塔
院
分
の
塔
婆
料
に
充
て
ら
れ
、

E
「道

日
本
御
所
侍
名
し
か
ら
の
分
米
四
石
五
斗
な
ど
は
造

営
料
に
充
て
ら
れ
る
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
土
地

の
表
示
に
付
け
ら
れ
た
「
本
し
と
は
、
「
新
」
が
成
立

し
た
こ
と
に
対
応
す
る
接
頭
語
で
あ
ろ
う
か
ら
、
前

述
の
御
所
侍
名
と
こ
こ
に
見
、
え
る
本
御
所
侍
名
と
は
、
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同
一
の
土
地
を
指
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
所
在
地
が
、

B
金
山
、

C
櫛
河
、

E
道

口
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
本
御
所
侍
名
の
土
地
は
広

〈
敦
賀
郡
内
に
散
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
関
連
し
た

他
の
史
料
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
B

「
金
山

本
御
所
」
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
は
、
応
永
二
十

年
(
一
四
一
三
)
三
月
十
日
の
西
福
寺
所
領
目
録
が

あ
り
、壱
町
金
山
本
御
所
侍
名
古
)

と
記
さ
れ
て
、
守
護
斯
波
義
重
か
ら
西
福
寺
に
対
し

て
そ
の
領
有
が
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
金
山

郷
に
所
在
し
た
西
福
寺
管
轄
の
本
御
所
侍
名
一
町
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
応
永
二
十
年
に
は
西
福
寺
の
領

有
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に

C
寸
櫛
河
本
御
所
」
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

次
の
史
料
が
関
連
を
持
つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

野
坂
庄
櫛
河
郷
本
御
所
回
事

合
壱
所
者

右
団
地
者
、
沙
弥
浄
善
相
伝
知
行
之
地
也
。
然
依

有
懇
志
、
所
令
寄
進
西
福
寺
也
。
愛
於
作
職
者
、

任
彼
遺
命
、
息
女
阿
古
女
井
道
通
仁
宛
行
者
也
。

曽
以
不
可
有
他
妨
也
。
然
者
本
所
方
之
年
貢
壱
石

泉

御
所
侍
名
田
・
新
御
所
侍
職
田
地

弁
備
之
外
、
余
乗
弐
石
可
沙
汰
当
寺
、
此
外
曲
目
不

可
有
各
別
之
課
役
之
旨
、
堅
定
置
畢
。
而
若
後
代

之
住
持
背
此
格
有
違
乱
者
、
致
訴
訟
於
浄
花
院
、

可
止
彼
濫
吹
也
。
仇
為
後
証
之
状
如
件
。

応
永
三
年
二
月
三
日
当
寺
関
山
沙
門
良
知
(
花
押
寸
)

こ
の
応
永
三
年
(
一
三
九
六
)
の
西
福
寺
関
山
良

如
の
置
文
に
よ
る
と
、
浄
善
な
る
人
物
の
相
伝
知
行

し
た
野
坂
庄
櫛
河
郷
の
本
御
所
田
が
西
福
寺
に
寄
進

さ
れ
た
が
、
「
作
職
L

は
彼
の
息
女
阿
古
女
と
道
通
に

留
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
御
所
固
か
ら
本
所
方
(
浄

花
院
の
こ
と
か
)
へ
は
年
貢
一
石
を
上
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
余
剰
二
石
は
西
福
寺

に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
西
福
寺
に
寄
進
さ
れ
た
権
利
は
、
名
、
王

職
な
ど
在
地
管
理
権
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

留
保
さ
れ
た
「
作
職
」
と
は
地
主
的
土
地
所
有
権
の

こ
と
と
思
わ
れ
、
土
地
耕
作
権
を
意
味
し
た
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
前
掲
の
西
福
寺
領
分
配
目

録
で
は
、
櫛
河
本
御
所
か
ら
得
ら
れ
る
分
米
は
二
石

二
斗
六
升
と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
の
数
値
と
一
致

し
な
い
が
、
こ
れ
は
計
量
の
桝
が
異
な
る
か
、
あ
る

い
は
延
米
な
ど
を
加
え
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
た
め

の
不
一
致
で
あ
ろ
う
。

次
に

E
「
道
口
本
御
所
侍
名
L

四
反
に
つ
い
て
は

「
甲
斐
備
州
御
寄
進
」
と
注
記
さ
れ
て
い
た
が
、
次

に
引
用
す
る
寄
進
状
こ
そ
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

奉
寄
進
西
福
寺
々
領
之
事

合
四
段
者
間
一
蜘
柏
田
之
下

右
下
地
者
難
為
職
回
、
為
盛
庵
・
妙
永
御
室
口
提
、

限
永
代
所
令
寄
進
也
。
於
後
々
不
可
有
違
乱
煩
者

也
。
の
寄
進
状
如
件
。

永
享
拾
三
年
庚
申
卯
月
八
日
備
中
守
郷
衡
(
花
押
寸
)

こ
の
永
享
十
二
年
(
一
四
四

O
)
の
甲
斐
郷
衡
寄

進
状
で
は
、
道
口
に
所
在
の
四
反
を
寸
盛
庵
・
妙
永
」

の
菩
提
供
養
の
た
め
に
寄
進
す
る
と
見
え
て
い
る
が
、

盛
庵
と
は
守
護
代
甲
斐
祐
徳
(
実
名
は
将
教
)
を
指

す
こ
と
が
確
実
昔
、
妙
永
は
そ
の
配
偶
者
、
そ
し
て

寄
進
者
甲
斐
郷
衡
は
そ
の
子
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
郷
衡
は
、
本
御
所
侍
名
の
在
地
支
配
(
地
頭

職
を
有
し
た
か
)
の
給
分
と
し
て
領
有
し
て
い
た
職

田
四
反
を
、
い
ま
父
母
の
菩
提
供
養
の
た
め
に
西
福

寺
に
寄
進
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
郷
衡
は
お
そ
ら
く
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敦
賀
郡
代
の
職
務
を
勤
め
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

D
1本
御
所
侍
名
号
武
耗
名
」
に
関
連

す
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
史
料
が
、
次
の

も
の
で
あ
る
。

越
前
国
敦
賀
郡
之
内
本
御
所
侍
名
一
代
継
目
之
事

合
弐
貫
弐
百
文
者

右
、
任
先
例
之
旨
、
所
当
一
怖
)
比
四
。

天
文
弐
拾
年
三
月
六
日
当
日
捕
使
(
花
押
)

公
文
(
花
押
)

下
司
(
花
押
)

西
福
寺

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
文
二
十
年
二
五
五
二
三

月
に
本
御
所
侍
名
を
管
轄
し
た
惣
追
捕
使
・
公
文
・

下
司
三
人
が
連
署
し
て
、
本
御
所
侍
名
の
「
一
代
継

目
L

二
貫
二

O
O
文
を
従
来
通
り
宛
行
う
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず

し
も
分
明
で
な
い
が
、
西
福
寺
の
住
侍
が
交
代
す
る

な
ど
し
て
、
本
御
所
侍
名
の
領
有
権
を
継
承
す
る
手

続
き
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
に
、
領
家
職
代
官
と
覚

し
き
惣
追
捕
使
ら
三
人
が
連
署
し
て
、
こ
の
土
地
か

ら
取
得
で
き
る
年
聞
の
得
分
二
貫
二

O
O
文
を
西
福

寺
に
宛
行
う
と
の
表
現
で
、
そ
の
継
承
を
安
堵
し
た

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
こ
れ
が
武
末
名
に
関

連
す
る
か
ど
う
か
も
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
可

能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に

A
「
御
所
新
国
一
町
」
に
関
し
て
で
あ
る

が
、
も
し
か
す
る
と
次
の
史
料
が
こ
の
土
地
と
関
連

す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
市
純
一
昨
新
田
事
L

治

却

御

所

新

田

事

合
壱
町
者
字
長
沢

在
越
前
国
敦
賀
津
守
郷
道
口
之
内

四
至
見
本
券
面

右
件
団
地
者
、
前
大
蔵
権
少
輔
行
豊
先
祖
相
伝
之

私
領
也
。
而
依
有
要
用
直
銭
参
拾
弐
貴
文
相
副
調

度
証
文
、
限
永
代
所
売
渡
新
御
所
又
三
郎
井
余
呉

又
次
郎
実
正
也
。
更
不
可
有
違
乱
。
但
返
本
直
銭

之
時
者
、
可
被
買
返
之
契
約
也
。
仇
為
後
日
証
文

立
新
券
文
之
状
如
件
。

貞
和
弐
年
丙
成
三
月
日

前

大

蔵

権

少

輔

行

豊

、
2
4

(
花
押
)
2

こ
の
貞
和
二
年
(
一
三
四
六
)
三
月
の
前
大
蔵
権

少
輔
行
豊
の
売
券
で
は
、
津
守
郷
道
口
の
字
長
沢
に

所
在
す
る
「
御
所
新
田
」
一
町
が
、
本
銭
三
二
貫
文

の
本
物
返
契
約
に
よ
り
新
御
所
又
三
郎
・
余
呉
又
次

郎
の
両
人
に
売
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

は
た
し
て
こ
の
売
券
が
、
前
掲
の
西
福
寺
領
分
配
目

録
に
見
え
た

A
「
御
所
新
田
一
町
」
と
関
わ
る
も
の

か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
南

北
朝
期
の
姿
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
な
お
御
所
新
田
の
名
称
は
、
御
所
侍
名

目
に
付
属
す
る
新
田
と
の
意
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
を
買
得
し
た
「
新
御
所
又
三
郎
」

と
は
、
新
御
所
侍
職
回
地
の
内
に
居
住
し
た
人
物
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
検
討
で
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
は
、
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。ご
し
よ
ぎ
む
ら
い
み
よ
う
で
ん

中
世
の
敦
賀
郡
に
は
、
御
所
侍
名
目
・
新
御
所
侍

職
団
地
と
称
さ
れ
る
土
地
が
あ
っ
た
。

ま
ず
御
所
侍
名
固
と
は
、
敦
賀
郡
内
に
散
在
す
る

小
規
模
な
耕
地
片
を
集
積
し
て
組
織
さ
れ
た
名
田
と

考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
本
家
職
の
六
条
殿
長
講
堂
、

ま
た
は
こ
れ
を
管
掌
し
た
宣
陽
門
院
庁
に
、
番
役
人

夫
を
派
遣
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
在
地
を

管
理
す
る
領
主
は
、
当
該
の
土
地
か
ら
徴
収
し
た
年

貢
米
や
公
事
物
を
費
消
し
て
人
夫
を
雇
用
し
、
こ
れ
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を
京
都
に
派
遣
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
彼
の
領
有
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
土
地
の
前
身
は
、
貞

ら
領
主
は
か
つ
て
の
国
街
在
庁
官
人
の
系
譜
を
引
く
和
二
年
ご
三
四
六
)
に
前
大
蔵
権
少
輔
行
豊
か
ら

者
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
か
か
る
名
目
新
御
所
又
三
郎
・
余
呉
又
次
郎
に
治
却
さ
れ
た
、
道

が
成
立
し
た
の
は
、
長
講
堂
領
が
形
成
さ
れ
た
頃
、
口
の
字
長
沢
に
所
在
す
る
御
所
新
田
一
町
に
該
当
す

つ
ま
り
後
白
河
上
皇
の
死
去
に
前
後
す
る
時
期
(
鎌
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

倉
前
期
)
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
次
い
で
新
御
所
侍
職
田
地
と
称
さ
れ
る
土
地
は
、

そ
の
後
、
新
御
所
侍
職
田
地
が
成
立
す
る
に
対
応
史
料
上
の
初
見
は
一
元
徳
三
年
(
一
三
三
ご
で
、
こ

し
て
、
御
所
侍
名
に
は
「
本
」
が
付
け
ら
れ
て
本
御
の
年
か
ら
十
五
年
聞
の
領
有
が
気
比
社
に
充
て
ら
れ

所
侍
名
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
ご
と
て
、
そ
の
収
益
で
気
比
社
造
営
を
行
う
よ
う
命
ぜ
ら

く
で
、
室
町
期
の
関
係
史
料
が
「
西
福
寺
文
書
」
に
れ
て
い
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
が
成
立
し
た
時
期
は
鎌
倉

い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
西
末
期
を
か
な
り
遡
る
と
推
測
さ
れ
、
本
御
所
侍
名
の

福
寺
の
所
有
し
た
本
御
所
侍
名
の
土
地
と
し
て
は
、
成
立
に
続
く
さ
ほ
ど
遅
く
な
い
時
期
だ
っ
た
で
あ
ろ

金
山
に
所
在
す
る
一
町
(
地
主
的
土
地
所
有
権
で
あ
う
。
そ
の
本
家
職
は
青
蓮
院
に
属
し
、
領
家
職
は
妙

ろ
う
)
、
櫛
河
に
所
在
す
る
田
地
一
所
(
浄
善
の
相
伝
香
院
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
所
属
の
土
地
は
敦

知
行
し
た
土
地
を
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
名
主
職
の
賀
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
、
は
る
か
遠
く
府
中
泉
郷
に
も

一
部
か
)
、
道
口
に
所
在
す
る
四
反
(
甲
斐
郷
衡
が
盛
所
在
し
、
室
町
前
期
(
応
永
年
間
)
に
は
そ
の
領
有

庵
・
妙
永
の
菩
提
供
養
の
た
め
に
永
享
十
二
年
(
一
関
係
に
混
乱
が
生
じ
た
た
め
に
検
知
(
検
地
)
に
よ

四
四

O
)
に
寄
進
し
た
土
地
で
、
郷
衡
の
領
有
し
た
っ
て
再
確
認
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
永
享
二
年
(
一

地
頭
職
な
ど
の
職
回
の
一
部
)
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
四
三

O
)
に
は
後
花
園
天
皇
即
位
の
大
嘗
会
段
銭
が

に
武
末
名
(
所
在
地
未
詳
)
に
当
た
る
と
推
測
さ
れ
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
本
家
職
青
蓮
院

る
土
地
の
「
一
代
継
目
」
と
し
て
、
二
貫
二

O
O
文
は
そ
の
京
済
を
守
護
代
甲
斐
将
久
に
要
請
し
、
や
が

が
天
文
二

O
年
(
一
五
五
ご
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
て
国
催
促
停
止
の
指
示
が
段
銭
奉
行
に
宛
て
て
発
せ

ま
た
、
御
所
新
田
と
称
さ
れ
た
土
地
一
町
も
西
福
寺
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
永
享
九
年
(
一
四
三
七
)
八
月

泉

御
所
侍
名
目
・
新
御
所
侍
職
団
地

に
は
青
蓮
院
門
跡
か
ら
気
比
大
宮
司
に
宛
て
て
、
気

比
社
造
営
の
段
銭
が
「
新
御
所
」
な
ど
に
賦
課
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
比
社
執
当
大
中
臣
親

貴
は
い
ま
だ
に
そ
れ
を
納
入
し
て
い
な
い
の
で
、
速

や
か
に
催
促
す
る
よ
う
に
と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
大

中
臣
親
貴
と
は
新
御
所
侍
職
団
地
な
ど
の
地
頭
職
に

相
当
し
た
地
位
に
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
寛

正
四
年
ご
四
六
三
一
)
に
は
、
新
御
所
侍
職
に
属
す

る
飯
野
名
の
名
主
職
が
大
谷
久
長
に
宛
行
わ
れ
、
彼

は
本
役
七
斗
五
升
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
負
担
を
慨

怠
な
く
納
入
す
る
旨
の
請
文
を
作
成
し
て
い
る
。
な

お
こ
の
寛
正
四
年
の
時
点
で
は
、
領
家
職
は
葛
川
明

王
院
に
転
じ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

注1 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
寸
集
」
(
『
福
井
県

史
』
資
料
編
二
・
中
世
)
。

ー
葛
川
明
王
院
所
蔵
史
料
L

第
七
八
O
号
(
村
山
修

一
氏
編
『
葛
川
明
王
院
史
料
』
、
吉
川
弘
文
館
)
。

「
東
山
御
文
庫
記
録
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・

中
世
)
。
「
東
山
御
文
庫
記
録
L
O

J
局
川
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・
中

2 3 4 5 
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世)。

6

「
青
蓮
院
文
書
」
第
六

O
号
(
松
岡
久
人
氏
編
『
広

島
大
学
所
蔵
猪
熊
文
書
へ
福
武
書
庖
)
。

7
「
常
楽
記
」
(
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
二
)

0

8

『
看
開
御
記
』
応
永
二
十
七
年
八
月
十
六
日
条

(
『
統
群
書
類
従
』
捕
遺
二
)
。

9

「
三
田
村
士
郎
家
文
書
」
第
二
号
(
『
福
井
県
史
』

資
料
編
六
・
中
近
世
四
)
。

日
「
坪
江
郷
奉
行
引
付
」
(
井
上
鋭
夫
氏
編
『
北
国
庄

園
史
料
』
、
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談

会
共
刊
)
。

日
寸
坪
江
郷
奉
行
引
付
」
。

ロ
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
四
年
五
月
二
十
六

日
条
。

日
「
河
口
庄
兵
庫
郷
公
文
政
所
聞
記
」
(
司
北
国
庄
園

史
料
』
)

O

M

「
東
寺
百
合
文
書
L

ミ
八
十
一
之
九
十
二
(
『
大
日

本
史
料
』
第
七
編
之
七
)
。
な
お
編
者
は
当
該
文
書
発

給
者
「
沙
弥
」
を
斯
波
義
教
(
義
重
)
と
推
定
し
て

お
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
誤
り
で
、
甲
斐
祐

徳
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
「
竹
内
文
平
氏
所
蔵
文
書
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編

二
・
中
世
)
。

日
山
寸
西
福
寺
文
書
」
第
一
三

O
号
(
『
福
井
県
史
』
資

料
編
八
・
中
近
世
六
)
。

ロ
「
西
福
寺
文
書
」
第
四
九
号
。

国
「
西
福
寺
文
書
」
第
二
二
号
。

日
「
西
福
寺
文
書
」
第
一

O
六
号
。

加
「
西
福
寺
文
章
回
」
第
五
一
号
は
甲
斐
祐
徳
の
遵
行

状
で
あ
る
が
、
そ
の
案
文
で
は
発
給
者
に
「
盛
庵
」

と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
祐
徳
と
盛
庵
が
同
一
人

物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

幻
「
西
福
寺
文
書
」
第
二
二
四
号
。

幻
「
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
古
文
書
室
所
蔵
文

書
」
(
守
福
井
県
史
』
資
料
編
二
・
中
世
)
。
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